
 

〇令和３年度いの町プレミアム付商品券事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、新型コロナウイルス感染症の影響による町内事業者への経済的

影響を緩和するとともに、地域における消費喚起を促進し、地域経済の回復を図る

ため、プレミアム付商品券（以下「商品券」という。）の発行・販売等について、

必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

（１） 商品券 前条の目的を達成するために、町が発行するプレミアム額

を付加した使用期限付の券をいう。 

（２） 特定取引 商品券が対価の弁済手段として使用される物品（有価証

券、前払式証票その他これらに類するものを除く。）の購入若しくは借り

受け又は役務の提供をいう。 

（３） 取扱事業者 町内において特定取引を行い、受け取った商品券の換

金を申し出ることができる事業者として、町に登録した者をいう。 

（４） 販売所 代金と引き換えに商品券を販売する事業所として、町長が

指定したものをいう。 

（５） 換金 取扱事業者が特定取引を行ったことにより受け取った商品券

の券面に表示する金額に相当する金額を現金に換える行為をいう。 

（商品券の発行等） 

第３条 町長は、この要綱に定めるところにより、商品券を発行する。 

２ 商品券の１枚あたりの額面は、５００円とする。 

３ 商品券は１冊単位で販売するものとし、販売価格は４千円とする。 

４ 商品券の１冊当たりの枚数は、１０枚とする。 

（購入限度額） 

第４条 商品券の購入限度額は、一回につき５冊（２万円）を上限とする。た

だし、複数回購入することを妨げない。 

（販売期間） 



 

第５条 商品券は、令和３年７月１日から令和４年２月２８日までの期間に販

売する。 

（商品券の使用範囲等） 

第６条 商品券は、前条の規定により商品券を購入した者と取扱事業者との間

における特定取引においてのみ使用することができる。ただし、次の各号に

定めるものの購入又は支払には使用できないものとする。 

（１） 商品券、ビール券、図書券、切手、印紙及びプリペイドカードなど

換金性の高いもの 

（２） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法

律第１２２号）第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業において提供

される役務 

（３） 国や地方公共団体への支払い 

（４） 取扱事業者自身での購入を偽る換金行為 

（５） その他町長が不適当と認めるもの 

２ 商品券の使用期間は、令和３年７月１日から令和４年２月２８日までの期

間とし、使用期間を経過した商品券は無効とする。 

３ 取扱事業者は、商品券の使用において、額面以下の特定取引をした場合の

つり銭は支払わないものとする。 

（取扱事業者の登録資格等） 

第７条 取扱事業者として登録できる者は、町内に事業所を有する者とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当するものは登録資格

を有しない。 

（１） いの町暴力代排除条例（平成２３年いの町条例第２号）第２条第１

号に掲げる暴力団、同条第３号に掲げる暴力団員等。 

（２） 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法

律第１２２号）第２条第５項で定める性風俗関連特殊営業を行う者 

（３） 特定の宗教又は政治団体と関わる者 

（４） 公序良俗に反する営業を行う者 

（５） その他町長が不適当と認める営業を行う者 

（取扱事業者の登録申請） 



 

第８条 登録事業者への登録をしようとする者は、令和３年度いの町プレミアム

付商品券取扱事業者登録申請書（第１号様式）を町長に申請しなければならな

い。 

２ 令和２年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者として登録していた事業者につ

いては、令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者登録承諾書（第４号様式）

の提出をもって登録申請に代えることができる。 

（取扱事業者の登録） 

第９条 町長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、

登録を認める場合は、令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者登録

証（第２号様式）を交付する。 

（取扱事業者の責務） 

第１０条 取扱事業者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

（１） 特定取引を行う事業所内の見やすい場所に、町から送付されたポス

ターを掲示すること。 

（２） 特定取引において商品券の受け取りを拒まないこと。 

（３） 特定取引において受け取った商品券の裏面に事業者名を記入又は押

印すること。 

（４） 他の事業者名の記入又は押印がある商品券の受け取りを拒否するこ

と。 

（５） 偽造等の不正使用の疑いがあるときは、受け取りを拒否するととも

に、速やかに町に報告すること。 

（６） 取扱事業者自身での購入を偽る換金行為を行わないこと。 

（７） 町が本事業に関する調査を行うこときは、協力をすること。 

（８） その他この要綱の規定に反すると認められる行為をしないこと。 

（取扱事業者の登録取消し） 

第１１条 町長は、取扱事業者において、第８条の規定による申請内容に虚偽

があると認めた場合又は前条各号に定める事項に反する行為をした場合は、

当該取扱事業者の登録を取り消す。 

（商品券の換金請求） 

第１２条 取扱事業者は、第６条第２項に規定する使用期間内の特定取引にお



 

いて受け取った商品券を換金しようとするときは、令和３年度いの町プレミ

アム付商品券換金請求書（第３号様式）に当該商品券を添えて町長に請求す

るものとする。 

２ 前項の請求は、町が別に定める日に行うものとする。 

３ 第１項の請求は、町が商品券を発行した日の翌日から令和４年３月１８日

までの期間に行わなければならない。ただし、町長がやむを得ないと認める

場合はこの限りでない。 

（商品券の換金額の支払） 

第１３条 町長は、前条第１項の規定による請求書の提出があったときは、そ

の内容を審査の上、請求額を支払う。支払方法は、取扱事業者の預金口座へ

の振り込みとする。 

 （換金額の返還等） 

第１４条 町長は次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、既に支払っ

た換金額の全部若しくは一部の返還を命ずることができる。 

（１） 取扱事業者がこの要綱の規定に違反する行為を行ったとき。 

（２） 取扱事業者が虚偽又は不正の請求により、換金額の支払を受けたと

き。 

（商品券の返品・払戻し） 

第１５条 町長は、商品券の返品・払戻しは行わない。 

（商品券の保管） 

第１６条 商品券を購入した者、引換販売所及び取扱事業者（以下「購入者等」

という。）は、自己の責任において商品券を保管するものとする。 

２ 購入者等が商品券を保管中に紛失、盗難、滅失等の事故が発生した場合は、

当該購入者等がその責を負うものとし、町は一切その責を負わないものとす

る。 

（その他） 

第１７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、町長が別に

定める。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１１日から施行する。 



 

第１号様式（第８条関係） 

 

年   月   日 

いの町長 殿 

               申請者 事業者名 

                   事業所住所 

                   代表者名               印 

                  電話番号 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者 登録申請書 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券事業実施要綱第８条の規定により、次のとおり登録を

申請します。なお、プレミアム付商品券の取扱いに関する事項については、令和３年度いの町

プレミアム付商品券事業実施要綱を遵守いたします。 

 

 

事業者名                                

 

代表者名                                

 

事業所所在地  いの町                         

 

主な取扱品目                              

 

業種区分   □小売 □飲食 □理美容 □サービス □建設 □製造 

       □その他（                ） 

 

 

 

 



 

第２号様式（第９条関係） 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者登録証 

 

登録番号  

事業者名（店舗等の名称）  

事業所住所 いの町 

 

上記の者は、令和３年度にいの町において実施するいの町プレミアム付商品券取扱事業者

であることを証明する。 

 

年   月   日 

 

いの町長   

 

＜取扱事業者の遵守事項＞ 

１ 特定取引を行う事業所内の見やすい場所に、町から送付されたポスター等を掲示するこ

と。 

２ 特定取引において商品券の受け取りを拒まないこと。 

３ 特定取引において受け取った商品券の裏面に事業者名を記入又は押印すること。 

４ 他の事業者名の記入又は押印がある商品券の受け取りを拒否すること。 

５ 偽造等の不正使用の疑いがあるときは、受け取りを拒否するとともに、速やかに町に報

告すること。 

６ 取扱事業者自身での購入を偽る換金行為を行わないこと。 

７ 町が本事業に関する調査を行うこときは、協力をすること。 

８ その他令和３年度いの町プレミアム付商品券事業実施要綱の規定に反すると認められ

る行為をしないこと。 

 

 



 

第３号様式（第１２条関係） 

 

年   月   日 

いの町長 殿 

 

請求者 登録番号 

                事業者名 

                事業所住所 

                代表者名                印 

                電話番号 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券換金請求書 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券事業実施要綱第１２条の規定により、次のとおり換

金を請求します。 

 

１ 請求額              円（５００円券×     枚） 

 

 
２ 振込先口座 

金融機関名 本・支店名 預金種別 

銀行 

信用金庫 

農協 

本・支店 

本・支所 

出張所 

１ 普通 

 

２ 当座 

口座番号（右詰） 口座名義人（カタカナ） 

        

 【添付書類】 ※必ず添付してください。 

  ・令和３年度いの町プレミアム付商品券 

  ・令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者登録証【第２号様式】 



 

第４号様式（第８条関係） 

 

年   月   日 

いの町長 殿 

 

令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者登録承諾書 

 

私は、標記の件について下記のとおり承諾いたします。 

なお、プレミアム付商品券の取扱いに関する事項については、令和３年度いの町プレミアム

付商品券事業実施要綱を遵守いたします。 

 

記 

 

１．令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事業者への登録 

２．令和２年度に登録したプレミアム付商品券取扱事業者登録情報の利用 

 

 

 

以上 

 

                  事業者名 

                  事業所住所 

                  代表者名               印 

                 電話番号 

 

 

 

 ※この承諾書を提出した事業者は、「令和３年度いの町プレミアム付商品券取扱事

業者登録申請書」を提出する必要はありません。 

 



 

第１号様式（第８条関係） 

第２号様式（第９条関係） 

第３号様式（第１２条関係） 

第４号様式（第８条関係） 


